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研究成果の概要（和文）：本研究課題で得られた主な研究成果は以下の三つである。まず、政府支出の経済効果
を評価する際、民間消費や設備投資といった経済活動が隣接地域間で正の相関関係にあることを考慮する必要が
あることを指摘した。また、政府支出の地域間スピルオーバー効果は、都市圏や地方圏などといった地域特性に
よって異なることが明らかとなった。さらに、コロナ禍における日本政府の補助金政策は、旅行宿泊者数を有意
に増加させたことを実証した。特に、この補助金政策は、居住する都道府県外や地域外への観光旅行を促したこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：This research project obtains the following results. (1) We point out that 
when assessing the effects of government spending, it is necessary to consider that economic 
activities such as private consumption and investment have a positive correlation between 
neighboring regions. (2) We find some noticeable regional differences in the spatial effects of 
government spending, such as the partial crowding-in effects of government consumption on private 
consumption for Kanto (the Tokyo metropolitan area) and those of public investment on private 
consumption for Shikoku (a rural island). (3) We demonstrate that the Japanese government subsidy 
during COVID-19 increases the number of domestic hotel guests. In particular, more hotel guests are 
shown to be traveling to other prefectures and economic zones for sightseeing.

研究分野： マクロ経済政策に関する実証分析

キーワード： 政府支出　民間需要　地域間スピルオーバー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では少子高齢化が加速するなかで、地方経済を活性化するための政策を実施することが喫緊の課題となって
いる。財政出動に期待されることの一つは、その経済効果を都市圏だけでなく地方圏にも波及させ、民間部門の
持続的な成長を促進することである。本研究で得られた研究成果は、地域に適した政府支出の検討が重要である
ことを示唆するものであり、民間の経済活動を活性化するために有効な政府支出のあり方についての指針を示し
たものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）わが国では、政府による景気対策が地域経済に及ぼす影響を精緻に検証する必要性が高ま
っている。周知のとおり、日本では少子高齢化が加速するなかで、地方経済を活性化するための
政策を実施することが喫緊の課題となっている。財政出動に期待されることの一つは、その経済
効果を都市圏だけでなく地方圏にも波及させ、民間部門の持続的な成長を促進することである。 
（２）裁量的財政政策が経済の安定化にどの程度貢献するかは、政策の民間需要への波及効果に
依存するため、総需要をみるだけでは政策効果の詳細は分からない。財政政策で景気を持続的に
拡大させるためには、都市圏だけでなく地方圏の民間需要が増大することが望まれ、地域レベル
において政府支出が民間需要に及ぼす影響（クラウディング・アウト／イン効果）を評価する必
要がある。しかしながら、民間部門の経済活動の空間的な相互作用を考慮に入れてクラウディン
グ・アウト／イン効果の地域間スピルオーバーを実証した研究は皆無に等しい。 
 
２．研究の目的 
日本の都市圏では、公共交通機関が充実しており、民間消費や設備投資は都道府県単位の行政区
域を超えてなされている。たとえば、県境の近辺に住む住民は、日常的に行政区域を超えて他県
に移動し消費活動を行っている。したがって、ある地域の政府支出の影響は当該地域だけにとど
まらないかもしれない。換言すると、民間部門の経済活動の空間的な相互作用を通じて、ある地
域における政府支出の増大は、周辺地域の民間消費や民間投資に影響を及ぼす可能性がある。本
研究の目的は、日本の都道府県別パネルデータを利用して、政府支出のクラウディング・アウト
／イン効果について地域間スピルオーバー効果を実証的に検討することである。政府支出が地
域経済の民間需要に及ぼす影響を詳細に解明し、地域経済の持続的な成長に資する財政政策の
あり方について指針を示す。 
 
３．研究の方法 
（１）都道府県別のパネルデータを利用し、計量経済モデルの推定を行うことにより実証した。
具体的には、クラウディング・アウト／イン効果を計測するために、時間を通じた効果だけでな
く空間的相互作用も考慮した空間動学的パネルデータモデルを用いて分析した。 
（２）本研究課題の基礎研究を実施するため、その他の標準的な計量経済学の手法も用いた。た
とえば、パネルデータを利用した差の差の推定や時系列分析の手法などを援用し、安定化政策に
関わる基礎研究を試みた。 
 
４．研究成果 
（１）政府支出の経済効果を評価する際、民間消費や設備投資といった経済活動が隣接地域間で
正の相関関係にあることを考慮する必要があることを指摘した。民間部門の空間的な相互作用
がないものとして誤った分析を行ってしまうと、政府消費のクラウディング・アウト効果を過小
評価し、公共投資のクラウディング・アウト効果を過大評価してしまうことが明らかとなった。
この結果は、財政支出に関する地域間スピルオーバーを提示したものであるが、既存研究と異な
り、その波及メカニズムは民間部門の空間的な相互作用に起因している。 

（２）上記の地域間スピルオーバー効果は、都市圏や地方圏などといった地域特性によって異な

ることがわかった。図１は、北海道・東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州の７地域ブロ

ックごとに推定した結果を示したものである。図１において、𝜌𝜌は民間の経済活動が、隣接する

都道府県間においてどの程度相関しているのかを表している。𝛽𝛽は政府支出が民間需要に同時点

で及ぼす影響を、𝜙𝜙は一期前の政府支出が民需に及ぼす影響を表している。𝜌𝜌についての結果を

みると、総じて正の相関が確認できる一方で、地域によって相関の程度が異なることが見て取れ

る。たとえば、四国では、民間消費の空間相関が比較的弱く、九州では設備投資の空間相関が比

較的弱いことがわかる。𝛽𝛽や𝜙𝜙についても、地域によってその値が異なることが読み取れる。特

に、関東では政府消費の民間消費へのクラウディング・イン効果が、四国では公共投資の民間消

費へのクラウディング・イン効果が示唆された。以上の結果は、政府支出の内容は地域特性に応

じて決定すべきであることを含意している。 

（３）新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) によって停滞した経済を下支えするために実施

した日本政府の補助金政策（Go to トラベル・キャンペーン）の影響を実証的に検証した。分析

の結果、この政府支出は、旅行宿泊者数を有意に増加させたことが示された。特に、居住する都

道府県外や地域外への観光旅行を促したことが明らかとなり、地域の観光需要喚起に有効であ

ったことがわかった。他方、この補助金政策によって感染者数が有意に増加したとする証拠は確

認できなかった。ただし、以上の結果は、東京都を除外したキャンペーン期間（2020 年 7 月～

2020 年 9 月）におけるものであることに留意する必要があり、2020 年 10 月以降も含めた包括

的な検証を今後行う必要がある。 



 
図１ 地域ブロック別の推定結果 

    （出所）Funashima and Ohtsuka (2019,Fig.3)  

 
（４）政府支出が地域経済に与える影響を識別するためには、金融政策の影響をコントロールす

る必要がある。特に近年では、世界各国の中央銀行が実施した非伝統的金融政策によって為替レ

ートが変動し、外需などが影響を受けた可能性がある。図２は、景気循環の周期における日米の

貨幣供給量の差分と円／ドルレートの関係を推定し、その結果をプロットしたものである。2000
年代以前においては、マネタリーベースと為替レートの関係は目まぐるしく変化している様子

が見てとれる。他方、2000 年代に入り、日本ないし米国の中央銀行が量的緩和政策を実施して

いる期間においては、マネタリーベースは為替レートと安定的な関係を示すようになった。すな

わち、量的緩和政策は為替レートの減価を通じて実体経済に影響を及ぼした可能性が示唆され

た。 
 

 
図２ 日米の貨幣供給量と円／ドルレート 

（出所）Funashima(2020,Fig.4) 

 
（５）世界各国の政府による財政支出のスピルオーバー効果を検討するためには、グローバルな

景気変動を把握する必要がある。そこで、先行研究で議論の的となっていた二つのグローバルな

景気指標について比較検討を行った。実証分析の結果、グローバルな景気循環の先行指標として

適切な指標を明らかにした。 
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